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英国プルーデンシャル社はイーストスプリング・インベストメンツ株式会社の最終親会社です。最終親会社およびそのグループ会社は主に米国で事業を展開
しているプルデンシャル・ファイナンシャル社とは関係がありません。
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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年2月17日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年2月17日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年2月17日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

2016年10－12月期決算で業績が振るわなかった銘柄の下落
が株式市場の重石となる場面もありましたが、米国のダウ工業
株30種平均の連日の過去最高値更新が投資家心理の改善に
つながり、週間ではインド株式市場は小幅上昇となりました。

1月の消費者物価指数（CPI）上昇率が前年同月比+3.17％と
非常に低い伸びとなったものの、前週インド準備銀行（中央銀
行、RBI）が金融政策のスタンスを緩和的から中立に変更したこ
ともあり債券市場の反応は鈍く、週間では10年国債利回りは小
幅上昇（価格は下落）となりました。

ルピーは対米ドルでは1月末からの上昇傾向が一服し、小幅下
落となりました。また、円が対米ドルで上昇したことで、対円でも
下落しました。

（対象期間：2017/2/13～2/17）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/2/10 2017/2/17 変化率

28,334.25 28,468.75 +0.47%

2017/2/10 2017/2/17 変化幅

6.805 6.852 +0.047

2017/2/10 2017/2/17 変化率

1.699 1.683 -0.94%


